
イーストウエスト日本語学校 Ａ１クラスの授業展開

（クラス担当教師：磯部[担任]、伊瀬知、岡松）

『できる日本語 初中級』１１課「地域社会の中で

【できる！】をどう作り込んでいったのか？
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※担任である磯部さんの報告に基づき、嶋田が作成しました。



A1クラスの学生（１８名）

・ベトナム ８名
・台湾 ３名
・中国 ２名
・スリランカ ２名
・ミャンマー １名
・ネパール １名
・ウクライナ １名

２０１６年４月
『できる日本語初中級』
１課スタート

初級 初中級
（初級２、
初級後半）
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ワーク

どんな【できる！】が考えられますか。

１１課「地域社会の中で」

１１課「地域社会の中で」の
内容を見てみると～～～



『できる日本語 初中級』
１１課「地域社会の中で」

自分の住んでいる地域の活動に参加して、交流を深め

ましょう。

例）地域のボランティア活動、お祭り、スポーツクラブなど

に参加しましょう。

例）近所の顔見知りの日本人に話しかけておしゃべりを

しましょう。
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【できる！】



教室でできる！

・日本人を教室に呼んで、日本でしてみたいことを

話したり、役に立つ情報を聞いたりしましょう。

・各グループで日本人とどんな話をしましたか。

どんなアドバイスをみらいましたか。

みんなで話しましょう。
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行動目標

１１課「地域社会の中で」

地域の日本人に、自分の最近の生活や今困っていることなど

について話したり、地域の活動に参加したりすることができる。

ＳＴ１「慣れてくると」

自分の習慣の変化や困っていることなどを話す

ことができる。

ＳＴ２「スポーツチームに入って」

人から聞いたことを伝えることができる。また、

スポーツの応援ができる。
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学習項目

ＳＴ１「慣れてくると」

・Ｖるようになります

・Ｖなくなります

・Ｖたばかりです

・Ｖながら、～

ＳＴ２「スポーツチームに入って」

・～と言っていました

・命令形

・禁止

・Ｖながら、～（同時進行）
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相手側のご都合もあり、課が終わってすぐに
実施ではなく、少しずれての実施となりました。

8

今回、Ａ１クラスは【できる！】で、ＡＮＩＣ(中野国際交流協会）
に出かけました。

授業内でのクラスメイトとの準備、当日、終わってからの授業
内での報告等、さまざまな形で学ぶことができました。



Ⅰ インタビュー前の学習

・導入、グループ分け、ＡＮＩＣの紹介

・インタビューシート作り

Ⅱ インタビュー当日

Ⅲ まとめの活動
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中野区国際交流協会（ＡＮＩＣ）
「さまざまな国の人々が共生できる地域社会を

めざし、中野のまちで市民レベルの国際交流

をすすめています。」

＊交流イベントの企画・運営

・なべよこ国際カフェ

・新春の集い

・湯島、本郷めぐり など…

＊日本語教室・講座

＊外国人のための相談会の実施 など…

・事務局は、なかのＺＥＲＯ西館４階（ＡＮＩＣ ＨＰより） 10

Ⅰ インタビュー前の学習
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Ⅱ インタビュー当日

◆３、４限目を使った授業展開

１５：１５ 学校出発

↓

１５：３０ ＡＮＩＣ事務局到着、インタビュー開始

・学生たちから質問（１人１つ）

・ＡＮＩＣの方から学生たちへ質問

・施設見学

↓

１６：４０ 学校に戻る、教室で振り返り （グループ→全体） 12
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ＡＮＩCホームページの記事 http://www.anic.jp/topics/recent/938/

http://www.anic.jp/topics/recent/938/
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Ⅲ まとめの活動

◆ グループでポスター作成 ➡ クラス内で発表

（他のクラスの教師にも声掛け）

４つのグループに分かれて作成

＊「ＡＮＩＣの紹介」グループ

＊「お仕事について」グループ

＊「ＡＮＩＣの活動について」グループ

＊「これからのイベントについて」グループ

◆ お礼状を送る 16
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振り返り＜学習者＞

◆ホームステイのイベントがおもしろそうだったので、ぜひ参加したい。

◆浴衣が好きなので、浴衣が着られる夏のイベントには絶対参加する。

◆仕事の中で「大変なことはありません。大変、じゃなくて、どうしたら

いいか、考えるようにしている」ということばが、よかった。

◆たくさん日本語を聞けてよかった。わからないこともあったが、やさしい

日本語で話してくれたので、聞き取れたところもあった。

⇒地域のために活動している方と話せたことは、イベントに参加する

のとはまた違って、学生たちにとっていい経験になったのではな

いだろうか。
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振り返り＜教師＞

【磯部】

今回の活動は、地域ために働いている方にインタビューをしてお話を聞くと

いうことが貴重な経験になったのだと、学生たちの感想からもわかった。

今回のインタビューをきっかけに、夏休みのイベントに参加を申し込んだ学

生もいたので、今まで地域のイベントに参加してこなかった学生たちも、今後

参加してみて、留学生活の充実につなげてほしいと思った。

また、今回はまとめの活動として、ポスターを作成し、教室で活動発表を

行ったが、その準備の中で、静かだった学生たちが活発に日本語でやり取

りする姿が見られ、苦手だった発表も堂々とできていて、その面でも学生た

ちのいい変化が見られて良かった。
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【伊瀬知】

インタビューで終わりではなく、「まとめ」・発表をしてよかった。

発表は、ビジターとして、教師だけでなく、留学生が聞きに来てくれたらもっと“

発信する"意味を感じられたのではないだろうか。

パターンとして、発表もよかったが、Facebookをみんなやっていると言っていた

ので、そこで発信する方法もいいのではないかと思った。

【岡松】

ANIC訪問の翌日の授業で、感想を何とか引き出そう、という気持ちでクラスに
入ったが、普段は自分を出すのが苦手な学生が、スルッと「サッカーのイベント
に参加したい」など、やりたいことを具体的に語ってくれた。伝えたいことが無理
に引き出さずとも溢れ出た感じで、学生の変化を強く感じた。
訪問の翌日にはホームステイに作文を書いて申し込んでくれたり、訪問という
活動で完結せず、これからに繋がる活動になったことで、クラスの転換点のひと
つになったと感じる。 20


